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令
和
５
年
第
３
回
東
吉
野
村
議

会
定
例
会
が
、
６
月
５
日
か
ら
９

日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
東
吉
野
村
移

動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

の
ほ
か
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
監
査
委
員
の
選
任

　

監
査
委
員
橋
本
政
視
氏
の
任
期

が
令
和
５
年
６
月
28
日
を
も
っ
て

満
了
す
る
の
で
、
引
き
続
き
監
査

委
員
と
し
て
再
任
す
る
も
の
で
す
。

◆�

東
吉
野
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

施
設
名
及
び
設
置
場
所
に
つ
い

て
、
今
年
度
整
備
が
完
了
す
る
瀧

野
地
区
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
鷲
家
集
会
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

　

工
事
場
所

　
　
　
　
　

鷲
家
集
会
セ
ン
タ
ー

　

契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

　

契
約
金
額

	

６
７
７
２
万
２
６
０
０
円

　

契
約
の
相
手
方

　
　

�

奈
良
県
吉
野
郡
東
吉
野
村

　
　

大
字
小
栗
栖
６
５
９
番
地
の
１

　
　
　

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
建
設

　
　
　

代
表
取
締
役　

垣
本
博
之

◆
村
道
路
線
の
認
定

奈
良
県
が
管
理
し
て
い
る
国
道
に

つ
い
て
、
改
良
工
事
等
に
よ
り
旧

道
と
な
っ
て
い
る
大
字
鷲
家
、
一

般
国
道
１
６
６
号
の
一
部
区
間
を
、

村
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

路
線
番
号　
　

１
５
０

路
線
名　
　
　

鷲
家
松
屋
垣
内
線

起
点　
　
　
　

鷲
家
２
７
４
番
地

終
点　
　
　
　

鷲
家
３
２
８
番
地

◆
一
般
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、

４
２
，
６
５
２
千
円
の
補
正
で
す
。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金
に

係
る
経
費

	

１
３
５
３
万
１
千
円

・�
村
民
生
活
応
援
券
発
行
経
費

	

８
６
７
万
８
千
円

・�

学
校
給
食
費
等
免
除
（
４
月
か

ら
７
月
ま
で
）
に
係
る
経
費

	
６
４
万
４
千
円

・�

水
道
料
金
基
本
料
金
免
除
（
６

月
か
ら
11
月
ま
で
）
に
係
る
経

費	

１
０
０
７
万
７
千
円

・�

た
か
す
み
温
泉
オ
イ
ル
タ
ン
ク

レ
ベ
ル
計
器
修
繕
経
費

	

７
８
万
４
千
円

・�

東
奈
良
名
張
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
形
成
し
て
い
る

６
市
村
と
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

造
成
に
係
る
経
費

	

６
４
５
万
円

・�

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図

り
、
４
月
か
ら
７
月
分
の
保
育

料
を
免
除
す
る
た
め
の
こ
ど
も

園
費
財
源
調
整

・�

令
和
４
年
度
に
交
付
を
受
け
た

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援

事
業
費
国
庫
補
助
金
の
超
過
交

付
に
よ
る
返
納
金

	

２
４
８
万
８
千
円

　

こ
の
補
正
で
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
２
６
億
９
７
６
２
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

第
３
回
東
吉
野
村
議
会
定
例
会

自
衛
官
募
集
相
談
員　

大
丸
嘉
彦
氏
に
再
委
嘱
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◆�

学
校
給
食
事
業
費
特
別
会
計
予

算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
学
校
給

食
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）
は
、
物
価
高
騰
等
に
よ
っ

て
影
響
を
受
け
る
住
民
生
活
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
学
校
給
食

費
を
免
除
す
る
に
あ
た
り
、
分
担

金
及
び
負
担
金
の
減
と
繰
入
金
に

よ
り
財
源
調
整
を
す
る
も
の
で
す
。

◆�

簡
易
水
道
事
業
費
特
別
会
計
予

算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
簡
易
水

道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）
は
、
55
万
円
の
補
正
で
す
。

　

物
価
高
騰
等
に
よ
っ
て
影
響
を

受
け
る
住
民
生
活
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
水
道
料
金
の
基
本
料

金
を
免
除
す
る
に
あ
た
り
、
基
本

料
金
の
減
と
繰
入
金
に
よ
る
財
源

調
整
の
ほ
か
、
基
本
料
金
免
除
に

伴
う
料
金
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
係

る
経
費
55
万
円
で
す
。

　

こ
の
補
正
で
簡
易
水
道
事
業
費

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
１
億
５

５
５
６
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆�

有
限
会
社
小
さ
な
道
の
駅
ひ
よ

し
の
さ
と
の
経
営
状
況
報
告

　
「
ひ
よ
し
の
さ
と
加
工
セ
ン

タ
ー
」
に
お
け
る
特
産
品
の
柚
子

商
品
を
始
め
、
餅
、
佃
煮
、
漬
け

物
、
菓
子
、
寿
司
類
等
の
加
工
販

売
業
務
及
び
「
ひ
よ
し
の
さ
と
マ

ル
シ
ェ
」
の
運
営
に
係
る
、
令
和

４
年
度
の
実
績
報
告
と
収
支
決
算

並
び
に
令
和
５
年
度
に
お
け
る
事

業
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
を
報

告

　

令
和
４
年
度
に
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
事
業
を
実
施
す
る
た
め
設

定
し
ま
し
た
一
般
会
計
、
簡
易
水

道
事
業
費
特
別
会
計
の
繰
越
明
許

費
に
つ
い
て
、
繰
越
計
算
書
の
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
、
村
役
場
に
お
い
て
東
吉
野
村
長
並
び
に
自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

長
か
ら
、
大
字
中
黒
の
大
丸
嘉
彦
氏
に
対
し
て
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
状
を
交

付
し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

自
衛
官
に
興
味
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員　

大
丸　

嘉
彦

　
　
　
　
　

電
話　

４
２
―
０
３
４
５

自
衛
官
募
集
相
談
員　

大
丸
嘉
彦
氏
に
再
委
嘱
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指揮を執る水本村長

村住民ホールでのパネル等の展示

要援助者の避難訓練

避難所での様子

　

５
月
28
日
、
村
内
全
域
を
対
象
と
し
た
、
土

砂
災
害
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
災
害
時
の
適
時
、
適
切
な

情
報
伝
達
、
住
民
に
よ
る
避
難
経
路
・
避
難

場
所
の
確
認
を
す
る
こ
と
で
避
難
体
制
の
強

化
を
行
い
、
併
せ
て
防
災
意
識
の
向
上
を
図

る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、「
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
り
大
雨

が
降
り
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
台
風
が
接
近

し
、
高
齢
者
等
避
難
及
び
土
砂
災
害
警
戒
情
報

が
発
令
さ
れ
、
土
砂
災
害
の
発
生
の
危
険
性
が

高
ま
り
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
る
」
と
い
う
想

定
で
、
村
内
の
住
民
4
4
0
人
、
東
吉
野
村
消

防
団
65
人
、
村
職
員
57
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
避
難
所
で
は
参
加
者
の
み
な
さ
ん
で
、
危

険
箇
所
や
備
蓄
品
の
確
認
な
ど
を
行
い
、
ま

た
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
は
、
土
砂
災
害
状
況
の

パ
ネ
ル
や
非
常
食
等
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
災
害
に
備
え
計
画
的
に
防
災
訓

練
を
行
い
、
防
災
意
識
向
上
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

丹
生
川
上
神
社
水
神
祭

令
和
５
年
度
土
砂
災
害
防
災
訓
練

う
な
ぎ
の
稚
魚
放
流

広 報 ひ がしよし の 令和５年７月１日
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舞楽「納
な

曾
そ

利
り

」

黒馬白馬献上

　

６
月
４
日
、
大
字
小
、
丹
生
川
上
神
社
で
「
水
神
祭
」
が
行
わ
れ
、
氏
子
の
方
々

や
全
国
よ
り
電
力
、
水
道
関
係
者
が
産
業
の
安
全
と
発
展
を
祈
願
す
る
た
め
に
、
多

数
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
７
５
年
に
創
設
さ
れ
た
丹
生
川
上
神
社
で
は
、
日
照
り
の
時
に
は
黒
い
馬
を
、

長
雨
の
時
に
は
白
い
馬
が
奉
納
さ
れ
た
そ
う
で
、
神
社
に
は
実
際
に
黒
馬
と
白
馬
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
は
、
舞
楽
の
「
納な

曾そ

利り

」
が
舞
わ
れ
、
そ
の
見
事
な
舞
と
龍
り
ゅ
う

笛て
き

、
篳ひ
ち

篥り
き

な
ど
の
雅
楽
の
音
が
神
秘
的
な
空
間
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
し
た
。

丹
生
川
上
神
社
水
神
祭

放流される稚魚

岩陰をさがす稚魚

　

５
月
23
日
、
村
漁
業
協
同
組
合
役
員
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
り
、
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

う
な
ぎ
の
稚
魚
が
村
内
各
地
の
河
川
に
放
流
さ
れ
ま
し
た
。
静
岡
県
の
浜
名
湖
か
ら

配
送
さ
れ
て
き
た
う
な
ぎ
の
稚
魚
は
、
放
流
さ
れ
る
と
岩
陰
の
下
に
隠
れ
た
り
、
川

の
水
温
に
慣
れ
な
い
た
め
か
じ
っ
と
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
放
流
後
は
東
吉
野
の

美
し
い
清
流
で
そ
れ
ぞ
れ
の
す
み
か
を
見
つ
け
、
大
き
く
育
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

う
な
ぎ
の
稚
魚
放
流

広 報 ひ がしよし の令和５年７月１日
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参加したコスモ石油（株）堺製油所の皆さんとその家族

間伐作業の様子

　

東
吉
野
村
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
６
月
６
日
、
東
吉
野
こ
ど

も
園
に
芋
の
苗
20
本
と
土
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
心
豊
か
に
過
ご
せ
る
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
共
に
協
力

し
苗
を
植
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
努

め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
代
表
の
松
田
勝
代
氏
よ
り
「
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
思
い
や
り
の

心
を
育
て
、
み
ん
な
で
こ
の
お
芋
を
大
き
く
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
声
が
か
け
ら
れ
、

園
児
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

�

東
吉
野
村
美み

緑り
ょ
く

の
森
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
続
け
ら
れ

て
い
る
森
林
整
備
体
験
や
森
林
保
全
学
習
を
行
う
「
コ
ス
モ
の
森
」
が
６
月
10
日
大

字
小
の
山
林
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
先
に
締
結
し
た
東
吉
野
村
美み

緑り
ょ
く

の
森
づ
く
り
事
業
「
コ
ス
モ
の
森

づ
く
り
」
の
協
定
に
基
づ
き
、
コ
ス
モ
石
油
（
株
）
堺
製
油
所
社
員
及
び
グ
ル
ー
プ
会

社
社
員
と
そ
の
家
族
が
森
林
整
備
（
下
刈
り
、
つ
る
刈
り
、
除
伐
等
）
に
よ
り
健
全

な
森
林
育
成
を
実
施
し
、
社
員
の
み
な
ら
ず
堺
市
民
そ
の
他
一
般
の
方
々
の
森
林
保

全
学
習
や
自
然
生
態
系
に
関
す
る
体
験
学
習
な
ど
に
利
用
で
き
る
エ
コ
ツ
ア
ー
区
域

を
作
り
あ
げ
る
も
の
で
、
年
２
回
（
春
・
秋
）
実
施
し
、
今
回
が
21
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
、
吉
野
中
央
森
林
組
合
の
方
よ
り
作
業
の
説
明
が
あ
り
、
85
名
の
参
加
者
が

各
班
に
分
か
れ
、
地
元
協
力
者
の
保
有
す
る
山
林
で
間
伐
作
業
や
ふ
る
さ
と
村
で
の

陶
芸
、
鮎
と
ア
マ
ゴ
の
摑
み
取
り
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

更
生
保
護
女
性
会
活
動
「
芋
の
苗
」
贈
呈

東
吉
野
村
美み

緑り
ょ
く

の
森
づ
く
り
事
業

第
21
回
「
コ
ス
モ
の
森
」
森
林
保
全
活
動

鮎
漁
解
禁

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
に
よ
る
人
権
出
前
教
室

広 報 ひ がしよし の 令和５年７月１日
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鮎釣りの様子

人権出前教室の様子

　

６
月
11
日
、
東
吉
野
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
鮎
漁
が
解
禁
さ
れ
、
こ
の
日
を
待
ち

わ
び
た
釣
り
人
が
村
内
外
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雨
模
様
で
、
直
近
の
大
雨
の

影
響
で
増
水
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
例
年
と
比
べ
る
と
厳
し
い
解
禁
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

上
流
で
は
な
か
な
か
当
た
り
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
下
流
だ
と
15
、
16
匹

釣
っ
た
方
も
お
ら
れ
、
場
所
に
よ
っ
て
釣
果
に
違
い
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
気
温
が
上
が
り
、
鮎
が
活
発
化
し
て
大
き
く
成
長
す
る
の
で
、
今
後
の

鮎
釣
り
へ
の
結
果
に
期
待
が
持
て
る
で
し
ょ
う
。

　

６
月
19
日
、
東
吉
野
中
学
校
の
全
校
生
を
対
象
に
人
権
出
前
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
教
室
は
、人
権
の
大
切
さ
を
も
っ
と
身
近
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、毎
年
、

小
学
校
や
中
学
校
、
こ
ど
も
園
を
巡
回
訪
問
し
て
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
東
吉
野

中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
桝
本
君
孝
氏
が
講
師
を
務
め
、「
思
い
や
り
が
命
を
救
う
」
と
い

う
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
題
材
に
、
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
い

じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
り
、
も
し
い
じ
め

に
あ
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
に
周
り
に
相
談
す
る
こ
と
を
生
徒
達
は
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
教
室
の
最
後
に
は
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
よ
り
啓
発
物
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

鮎
漁
解
禁

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
に
よ
る
人
権
出
前
教
室

広 報 ひ がしよし の令和５年７月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

７７
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談
さ
れ
た

内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。
仕
事

や
人
間
関
係
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

と
　
き

　

７
月
15
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、
７
月
13
日
（
木
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１

日
５
名
ま
で
】

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と
　
き

　

７
月
19
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に

長
く
い
る
こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の

水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く

な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態

を
指
し
ま
す
。

　

熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
、
体
調
の
変
化
に
気
を
つ

け
る
と
と
も
に
、
周
囲
に
も
気
を
配

り
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

１
．�

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
で
き
る

こ
と

・
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

・�

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ

う
・�

エ
ア
コ
ン
、
扇
風
機
な
ど
で
温
度

調
整
を
し
ま
し
ょ
う

・�

日
頃
か
ら
体
調
管
理
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う

・�

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
表
時
は

な
る
べ
く
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う

２
．
熱
中
症
の
主
な
症
状

軽
症
：
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
生

あ
く
び
、
筋
肉
痛
、
大
量
の
発
汗

中
等
症
：
頭
痛
、
嘔
吐
、
倦
怠
感
、

虚
脱
感

重
症
：
意
識
が
な
い
、
け
い
れ
ん
、

高
体
温
、
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、

応
答
が
お
か
し
い

３
．�

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か

け
た
場
合

・�

エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や

風
通
し
の
よ
い
日
陰
な
ど
涼
し
い

場
所
へ
移
動

・�

衣
服
を
ゆ
る
め
、
身
体
を
冷
や
す

（
首
の
周
り
、
脇
の
下
、
足
の
付

け
根
な
ど
）

・�

水
分
、
塩
分
、
経
口
補
水
液
な
ど

を
補
給

・�

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
応
答
が

お
か
し
い
時
は
、
た
め
ら
わ
ず
に

救
急
車
を
呼
ぶ

【
ご
注
意
】

　

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
、

暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚
機

能
や
身
体
の
調
整
機
能
も
低
下
し
て

い
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
子
ど
も
は
体
温
の
調
整
能
力
が

ま
だ
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
の
で
、

気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

役
場
3
階
大
会
議
室

対
　
象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊

婦内
　
容　

育
児
相
談
な
ど

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
７
月
18
日

（
火
）
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
予
約
に
つ
い
て

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
電
話
番
号

　

０
１
２
０－

０
６
７－

０
２
０

予
約
時
間

　

毎
週
水
曜
日
か
ら
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

広 報 ひ がしよし の 令和５年７月１日
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お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談
７月１１日（火）
午後２時～３時

予約必要 奈良県眼科医会

内科疾患に関する
健康相談

７月２８日（金）
午後２時～３時

予約必要
奈良県医師会
　内科部会

※�新型コロナウイルス感染症の影響により中止になる場合がございますので、必ず事前にお問

い合わせください。

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）

連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会

　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和５年７月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

　

足そ
く

底て
い

筋き
ん

膜ま
く

炎え
ん

と
は
、
足
の
裏
に
膜

の
よ
う
に
張
っ
て
い
る
腱
組
織
に
炎

症
が
起
き
、
時
に
は
小
さ
な
断
裂
を

起
こ
し
て
痛
み
を
も
た
ら
す
病
気
で

す
（
図
）。
土
踏
ま
ず
が
な
い
靴
を
履

い
た
り
、
体
重
が
増
え
る
と
発
症
し

ま
す
。
歩
き
始
め
に
踵か

か
と

や
土
踏
ま
ず

の
あ
た
り
が
痛
み
ま
す
。
安
静
に
し

て
、
足
底
筋
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
痛
み

止
め
、
漢
方
薬
、
湿
布
、
イ
ン
ソ
ー

ル
（
靴
の
中
敷
き
）
で
治
療
し
ま
す
。

治
り
が
悪
い
場
合
に
は
、
痛
み
止
め

の
注
射
、
体
外
衝
撃
波
治
療
、
内
視

鏡
手
術
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

　

ア
キ
レ
ス
腱
と
足
底
筋
膜
は
繋

が
っ
て
い
る
た
め
ア
キ
レ
ス
腱
の
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
て
足
底
腱
膜
の
突
っ

張
り
を
和
ら
げ
ま
す
。
ま
た
床
に
タ

オ
ル
を
敷
い
て
、
こ
の
上
に
足
を
お

い
て
タ
オ
ル
を
足
の
指
で
引
き
寄
せ

つ
ま
む
よ
う
に
指
を
動
か
す
運
動
で

足
底
の
筋
力
を
鍛
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
治
療
を
行
っ
て
も
症
状

が
改
善
し
な
い
場
合
、
ス
テ
ロ
イ
ド

注
射
を
行
う
と
症
状
が
改
善
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
痛
み
が
再
燃
す

る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
体
外
衝
撃
波
治
療
を
行
う
と

腱
が
骨
に
つ
い
て
い
る
部
分
の
障
害

を
改
善
し
ま
す
。
皮
膚
の
上
（
体
外
）

か
ら
繰
り
返
す
圧
力
波
で
あ
る
衝
撃

波
を
照
射
す
る
治
療
方
法
で
す
。
実

施
中
は
衝
撃
を
加
え
る
た
め
、
痛
み

を
少
し
伴
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
治
癒
し
な
い
場
合
は
細

い
内
視
鏡
を
使
っ
て
踵か

か
と

に
で
き
た
腱

膜
の
付
着
に
で
き
た
棘
（
骨
棘
）
を
切

除
す
る
と
痛
み
が
軽
快
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

足
の
裏
に
痛
み
が
あ
る
方
は
整
形

外
科
を
ぜ
ひ
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

奈
良
県
医
師
会

　
　

（図）

足
の
裏
の
痛
み
は
足
底
筋
膜
炎
か
も
？

足
の
裏
の
痛
み
は
足
底
筋
膜
炎
か
も
？

広 報 ひ がしよし の令和５年７月１日
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東吉野村浴衣着物展
　東吉野村浴衣着物展に３０名以上の方にご協力いただきまして誠にありがとうございます。

　『百聞は一見にしかず』これを実際に目撃していただいた、１００名の皆様にしか伝わらない伝説の１

日となりました。

　豪華絢爛（ごうかけんらん）とはこのことで、そこに懐かしさと奥ゆかしさと時代の流れを感じる内

容に仕上がりました。

　大正時代の名古屋帯が奇跡に近い形で保存されており、打掛（うち

かけ）から袴や羽織、七五三やお宮参りの着物着まで見事に様々な着

物を展示することができました。

　浴衣や着物の生地を使用して、作り替えられた日傘、アロハシャツ、

ワンピース、鞄、ティッシュカバーなど、こちらも見応えある展示

となりました。

　浴衣生地で作られた暖簾は会場の出入り口に利用させていただき、

華やかさと涼しさとこれからの夏の風物詩として演出を施してくれ

ました。

　また着物といえば家紋、家紋と言えば嫁入り道具として、風呂敷、

袱紗（ふくさ）や広蓋（ひろぶた）なども展示して、改めて家紋とい

う先祖代々受け継がれてきた重みを学び、今後も受け継い

でいくべき重要な役割であることを深く理解しました。

　小川祭りのコーナーを用意して、それぞれに思い入れの

ある個性豊かな法被を展示しました。

　木津川区の粋な計らいにより、新調した太鼓台の幕と提

灯をお借りして、今年１０月に４年ぶりにかえってくる小

川祭りの雰囲気を間近で肌に感じる機会と思いを込めて飾

り付けをしました。

広 報 ひ がしよし の 令和５年７月１日

10



いちたつマルシェ
　６月１０日土曜日にいちたつマルシェを村住民ホールで開催しました。本来は６月３日に開催予定で

したが、前日が大雨による警報発令などにより、急遽翌週の１０日に延期となり、３日に参加予定をし

ていただいた方には、誠に申し訳ございませんでした。

　今回の目玉商品として永昌楼による朴の葉寿司と上髙垣内商店による柿の葉寿司を販売しました。朴

の葉寿司、柿の葉寿司は旬の時期で、販売開始の直前から長蛇の列ができて、１人１つという条件で即

完売しました。

　ご購入できなかった方、２つ以上希望されて１つしか購入できなかった皆様には誠に申し訳ございま

せんでした。

　出店いただきました１０組の皆様、ご協力いただきまして誠にありがとうございます。昨年と違って

今年は野菜も少量ですが出品していただきました。ヤーコンはじめ、椎茸、ほうれん草、フキ、サニー

レタス、大葉、三つ葉、青梅、玉ねぎ、パセリ、じゃがいも等、ほとんどの商品が完売しました。

　あと生活用品や多肉植物、手作りの小物など売れ行きがとてもよくて、昔の柳行李（やなぎごうり）

も４つすべて売れました。

　不要になった浴衣や着物や反物も想像以上に売れることが今回試みてわかりました。

　会場には福祉ネイリストの方に来ていただき、体験コーナーを設置して、爪に色を塗って楽しんでい

ただきました。

広 報 ひ がしよし の令和５年７月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
　虐待問題のむずかしいところは、介護者が心身共に疲労し、追い詰められている

ことが少なくないことです。

　虐待していることに気づいても、さまざまな理由が原因で、自分では歯止めがき

かなくなっていることもあります。

　高齢者の虐待を防ぐためには、介護の負担を軽減する策をとること、また既に問

題が生じているときは、第三者が介入するなどにより、虐待の悪循環を止めること

が大切です。

☆出前介護相談のご案内

○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい

○介護制度に関すること　等々

（秘密は厳守いたします）

　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。

　地域包括支援センターにお気軽にご連絡ください。

　　

☆障がい者介護相談のご案内

　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の

相談をお受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。

例えば、

　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』

　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』

　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。

　　日　時　７月１９日（水）１４時～１７時　　場　所：役場１階会議室

　　ＴＥＬ　０７４６－４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。

※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記

連絡先にお知らせ頂ければ訪問させていただきます。

※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。

　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡頂ければ相談員が対応いたします。

　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１８時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の 令和５年７月１日
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すべての人が尊厳を持って暮らせる社会を作るために
～高齢者虐待について考えましょう～

高齢者虐待とは
　高齢者（65歳以上の人）に対して、暴力や暴言をはじめ、権

利を無視し、尊厳を冒す行為をおこなうことを言います。

高齢者虐待を予防するために
介護の負担を軽くしましょう

○専門家に相談する。

　介護の苦労を周りの方にわかってもらえないのは、大きなス

トレスになります。医師やケアマネジャー、介護サービス事業

者や地域包括支援センターに相談しましょう。

○介護保険サービスを利用する。

　デイサービスやショートステイなど、介護保険サービスを利

用することで、日頃の介護負担を軽くしましょう。

地域で支え合いましょう
○理解しよう。

　虐待が起きている理由は様々で、虐待者がすべて悪いとは言えない場合もあります。

介護を行っている家庭について理解することが必要です。

○あたたかく見守る。

　介護が必要な高齢者を抱える家庭を孤立させ、閉

じこもりがちにさせないよう、高齢者や介護してい

る方をあたたかく見守り、声掛けなどをお願いします。

介護者自身のリフレッシュ
○ストレスをためない

　介護している方の苦労は大変なものです。高齢者が認知症の場合は、なかなか思いが

伝わらず、一所懸命取り組むあまり大声を上げてしまうことも少なくありません。こう

したストレスをためないことが必要です。

　毎月第３土曜日に開設される、悩みごと相談所もご活用ください。

広 報 ひ がしよし の令和５年７月１日
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こ
ん
に
ち
は
！
大
豆
生
で
活
動
し

て
い
る
フ
ラ
ン
シ
ス
で
す
。
今
年
４

月
に
無
事
協
力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
。

東
吉
野
に
来
た
日
か
ら
ず
っ
と
、
村

の
方
々
の
寛
大
さ
や
優
し
さ
、
支
援

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
豊
か
な
文

化
を
共
有
し
て
も
ら
え
た
こ
と
に

日
々
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

当
初
、
東
吉
野
村
に
足
を
運
ん
だ

理
由
は
、
美
し
い
自
然
が
広
が
る
こ

の
地
が
芸
術
活
動
に
最
適
だ
と
感
じ

た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
村
の
一
員

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
過
程

で
、
い
く
つ
も
の
素
晴
ら
し
い
発
見

を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
言
葉
に
尽

く
せ
な
い
ほ
ど
の
優
し
さ
と
支
援
で

あ
っ
た
り
、
豊
か
な
伝
統
文
化
で
あ
っ

た
り
、
村
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
物
語

や
こ
こ
で
暮
ら
し
て
き
た
人
の
経
験

で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
村
と

そ
の
文
化
と
歴
史
が
直
面
す
る
現
実

的
な
課
題
も
学
び
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
経
験
と
、
皆
さ
ん
の

優
し
い
心
が
重
な
り
、
私
た
ち
（
奥

山
ハ
ウ
ス
・A

rtist��R
esidency)��

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
形
を
変
え
、
場
所
づ

く
り
に
あ
た
っ
て
、
環
境
や
地
域
の

精
神
に
命
を
与
え
る
活
動
に
情
熱
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
活
動
の
場

づ
く
り
に
は
こ

の
村
の
山
か

ら
得
ら
れ
る
資

材
を
活
用
し
た

り
、
古
い
家
や

廃
業
施
設
か
ら

再
利
用
可
能
な

も
の
を
見
つ
け

た
り
、
伝
統
的

な
美
や
建
築
技

術
の
要
素
を
活

か
し
ま
す
。
ま

た
何
よ
り
も
、

こ
の
村
で
長
く

暮
ら
し
て
き
た
方
達
か
ら�

学
ぶ
こ
と

を
通
し
て
、
こ
の
村
の
暮
ら
し
と
知

恵
、
歴
史
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
他
地
域

や
海
外
か
ら
研
修
に

来
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

未
来
の
世
代
と
共
有

し
た
い
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
協
力
・

支
援
・
知
恵
が
私
の

人
生
と
目
標
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
こ

と
を
認
識
し
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

よ
り
深
く
、
よ
り
意

義
深
い
ビ
ジ
ョ
ン
が

見
え
て
き
た
の
は
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
日
々

協
力
隊
の
日
々
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　毎年6～ 7月、そして夏休み明けの９月は食中毒の事故が多く発生しています。身の回りを

清潔に保ち、食事や調理前にはしっかり手洗いをしましょう。料理は中まで火を通してから食

べることを心がけ、食品の保存にも十分に気を付けましょう。

広 報 ひ がしよし の令和５年７月１日

15

給食センターだより７月号給食センターだより７月号


